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アサーティブネスと看護師

アサーティブネスとは、他人の権利を否定

することなく、不安なく、自らの権利のため

に立ち上がる行動の実践であると定義され

(Alberti and Emmons， 1970)、北米で発展

してきた概念で、ある。看護師のアサーティブ

ネスは、日本では離職やパーンアウト、リア

リティショックの回避手段として研究されて

きた(糸嶺2006，鈴木2009)。

そもそも「個人」という概念はすぐれて近

代西洋的概念である。 Geertsのよ く知られた

定義では、西洋的個人を 「閉じていて、独特

で、多少なりとも統合された動機と認知を持

つ統一体 (bounded，unique， more or 1ess 

integrated motivational and cognitive 

universe) として社会や自然の背景と対立す

るものJ(Geerts 1983， 59)としている。 一

方、北山は、日本を含むアジアにおける「個

人」が必ずしも「独立Jし、「閉じ」た「統一

体」ではなく、「関係性」に大きく基づいてい

る (北山 1994)としている。こう した西洋と

アジアの文化的差異はアサーティブネスを論

じる際には考慮すべきであろう。

材高は、医療人類学者Geri-AnnGa1antiに

よる異文化看護の手引き書ぬringfor 

Patients 会vmDi艶 rentCultures (H羽 L
2014)中の、アジア系の看護師のアサーティ

プネスに対する困難さをめぐる医療の場の事

例を手掛かりとして、アサーティブネスを文

化的観点から考察することを主たるもく ろみ

としている。 Galantiは医療における異文化

問題について長く教育歴を持ち、 5回の改版

の度に事例の修正と追加を行っているので、

第 5版所収の事例は 80年代から現在までの

現実を反映していると考えてよいだろう。

アメリカとアジアの文化的価値の相克:ア

サーティブネスとアジアの伝統的な年長者 ・

上位者への敬意

(事例 1)フィリピン生まれで、アメリカ

で教育を受けた新人看護師Lilyは、インター

ンに患者の状況を説明し、指示を受けたが、

彼女はその指示を不適切と感じ、インターン

に対して上位の医師に再度説明すると言ったo

フィリピンで教育を受けた年上のフィリピン

人看護師Sarahは、職業上の上位者であるイ

ンターンには反論せず、その指示に従うべき

だと Lilyを叱責した、という事例である。

(Galanti 2014， 158.以降は頁数のみ示す)

Lilyは自分の信じるところに従って適切で、

あると思うこと、つまり納得できるまで説明、

質問をする、という行為を実行した点につい

ては、アサーティブネスを発揮したと言える。

彼女のアサーティブネスは、幼少期からのア

メリカでの生活や教育環境により 、彼女自身

がアメリカ文化に同化した結果発揮されたも

のと見るこ とができょう。

Ga1antiはSarahのようなノンアサーティ

ブな看護師に問題があると している。母国フ

ィリピンでの 「社会生活への適応のためにそ

うなる以前から消極的なのである。彼等の自

己主張を強めるように教育することは非常に

難しいだろ うJ(158)と述べている。アサー
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ティプネスが奨励されるアメリカで看護師と

して働く Sarahであるが、彼女は Lilyのア

サーティプな振る舞いを支持せず、医師一看

護師のヒエラノレキーに従うべきであるという

フィリピン社会の従属的な考えに基づいて、

さらに、年長者として SarahはLilyの上位

者である、というフィリヒ。ン人の文化にのっ

とって叱責したのであろう。 Lilyがフィリピ

ン系でなければ叱責しなかったので、はないか。

Lilyに対する伝統的なフィ リピン的価値観の

共有の期待が裏切られたことに Sarahが不

満を抱いたと考えられる。

フィリピンでの生活・教育を通して、フィ

リピンの伝統社会の文化的価値を内面化しつ

つ、アメリカで実践する看護師は、上位者 (年

長者、地位が上の者)に対する敬意を重視す

る価値観を持つフィ リピン人としての個人的

文化を保持しつつ、アサーティブに主張でき

るアメリカ社会における看護師として行動す

ることを期待されるという、文化的な葛藤状

態にあるとみることもできょう。

では、アメリカで教育を受けたLilyは文化

的葛藤状態には置かれていないのだろうか?

アサーティプネスと文化的自己観

高田 (1999)によれば、西洋とりわけ北米

中産階級に典型的な文化的自己観は、自己を

他者から分離した独自な実体と捉える、相互

独立的自己観 (independentconstrual of sel:f) 

であり、一方、日本を含むアジア文化に一般

的である文化的自己観は、他者と互いに結び

付いた人間関係の一部として自己を捉える、

相互協調的自己観(interdependentconstrual 

ofsel:f)である。相互独立的自己観の形成要素

の一つがアサーティブネスである。

この相互独立性と相互協調性を確認する文

化的自己観尺度(高田1996)を用いた西洋 ・

日本文化の比較調査では次のような結果が報

告されている。 学生を対象 として①オースト

ラリア人、②カナダ人、③アジア系カナダ人、

④日本人を調査した結果、①も②も共に相互

独立性が相互協調性より有意に高く、反対に

④は相互協調性が相互独立性より有意に高く 、

他方③で、は両者に有意差はなかった。グルー

プ比較をすると、相互独立性は、①②③が④

より有意に高く、相互協調性は@④が①②よ

り有意に高かった。③アジア系カナダ入学生

が相互独立性も相互協調性も高かったことに

対して、 高田は 「当該文化で優勢な文化的自

己観が個人の自己スキーマに直接反映される

ことを例示しているJ(76)と述べている。こ

のアジア系カナダ人とは、 カナダ国勢調査に

おける東・ 東南・南アジア系(中国系が最も

多い)を指すと考えられ、日本人学生と同様

に相互協調的自己観を強く持っていたという

結果は、相互独立的自己観が強し1カナダ社会

にあっても、 アジア系固有の自己観が維持さ

れていることを示唆している。

このことを事例に当てはめると、アメリカ

で教育を受けた Lilyのアサーティブネスは、

アメリカ主流文化で優勢な文化的自己観が彼

女個人の自己スキーマに直接反映された結果

であり、 Lilyは相互独立性と相互協調性のど

ちらも高く維持している可能性が高いと考え

られるのではないか。

そうすると、Sarahの行動の理由を一番理

解でき、解釈できるのは、おそらく Lilyであ

ろう。二つの文化的自己観を等分に内面化し

ている可能性のある Lilyこそ、文化的葛藤状

態に置かれていると考えることもできるのだ。

まさに自分の問題として多文化社会を生きる

外国出身の看護師は、そうした対立するアイ

デンティティの葛藤の中に置かれる。そして、

同時に、Lilyこそ、 文化を超えた環境におけ

る差異の解釈者、調停者として機能する能力

を備えていると も言えるのではないか。

擁護者役割対上下関係と説明不足

(事例2)60歳の肺結核患者Balmonte夫

人に対して医師は外出禁止を指示している。

彼女はこの指示に従わないので、郡の医療担

当部門は、 外出した場合治療施設か刑務所へ

収監すると命令している。中年のフィ リピン

人看護師Josephilleは、英国系アメ リカ人の

郡の医療監督官RebeccaがBalmonte夫人に

この命令を伝える際の通訳を依頼される。
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Josephineは、監督官への敬意と、 試周期間

中なので、 通訳のスキルでよい印象を与えた

いという理由から仕事を引き受けた。「だが、

不運にも、そうは運ばなかった。話し合いの

間中何回も、 RebeccaはJosephineを非難し

て、説明を中断したJ(159) 0 Rebeccaの不満

は(1)通訳が Rebeccaの言葉に長い説明を加

えていたこと ω患者に対する微笑みゃ親

しみを見せる態度、の 2点で、あった。

この事例では、役割と文化的自己観の葛藤

が浮かび上がる。上位者への敬意の重視とい

う価値観を持つフィ リピン人看護師が、 英国

系アメリカ人看護師である上司の部下として、

年長者であるフィリピン人患者の援助におい

て、患者の擁護者役割と、上位者に敬意を表

す下位者役割の葛藤に悩むというものである。

この事例の背景となる社会的問題と、 文化

的自己観を形成する相互協調性から生じる上

下関係への配慮から考えてみる。

1)移民と社会的問題としての感染制御

ここで、患者に親しみを見せるこ とが不適

切であるとRebeccaが考えた理由については、

背景的な事情を考える必要がある。 英国系ア

メリカ人Rebeccaは Ba1monte夫人を、隔離

命令に従わない反社会的存在であり、 厳しい

法的処置の対象となり得る存在と見ている。

アメ リカで結核に対する行政の積極的な対応

が講じられたのは、80年代中頃のエイズや移

民の結核擢患者数増加によるものであり、社

会的にスティグマ化されたエイズ患者や、社

会の底辺に生きることが多い移民の結核患者

は、結核撲滅のための充実した，曹、者サービス

が受けられる一方で、治療方針に従わない場

合には犯罪者に等しい厳しい措置の対象とな

っていたからである。

2)言語の問題と社会的地位

Balmonte夫人が英語を話せないフィリピ

ン人であることも厳しい態度を取った背景に

あることは無視することはできない。 フィリ

ピンは 1898年から1946年までアメ リカの

植民地であり、フィ リピン人は現地語(タガ

ログ語他)を日常語とし、教育は英語で行わ
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れていた。英語を話せないフィリ ピン人は、

高い教育を受けておらず、社会的な階層はか

なり低い状態にあると考えられる。Rebecca

が無意識にも帝国主義的な態度を取っていた

可能性は否定できないのである。

実際には 「多くの英語にはタガログ語には

それに相当する言葉がなしリことと、「タガロ

グ語と 、Balmonte夫人の出身地である

Ilocano方言も使わなければならなかったJ

(159)という事情のゆえに、 Rebeccaの言葉

よりも、通訳した場合には言葉が多くならざ

るを得なかったのだ。通訳行為に対する

Rebeccaの理解不足は、彼女の異文化コミュ

ニケーション能力の不足、さ らには白文化中

心主義・ 帝国主義的であるという批判を受け

る可能性もある。

3)年長者への敬意と違反行為への叱責の葛藤

上位者の非難にJosephineはすっかり落ち

込み、 その後長く試用期間の身分に影響する

のではと心配していた。Galantiは「フィリ

ピンの文化は上下関係が強く、年長者には敬

意が払われる。たとえJosephineはRebecca

の言葉を通訳しているにすぎないとしても、

Ba1monte夫人が医師の指示を無視している

ことを叱責しなければならないことに非常な

気まずさを感じていた。微笑みゃ親しみを表

す身振りは彼女なりの敬意の示し方なのだっ

たJ(159)と解説している。

アサーティブネスが、他人の権利を侵害す

ることなく自分の権利を主張することである

のだから、 JosephineはBa1monte夫人の権

利を侵害しないように努めながら、傷つける

ことなく 、命令の中身をわかりやすく通訳す

るとしづ、 自身の職務を遂行する権利を行使

しよ うとしたという点では、Balmonte夫人

に対するアサーティブネスは発揮していたの

だと考えられる。

そのアサーティプネスを上位者に対して発

揮できなかったこと、つま り、自分の行動の

理由や懸念をRebeccaに説明するというアサ

ーティブネスを発揮できなかったことが問題

なのである。 Galantiはその理由を 「自分の
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行動を弁護する代わりに、 Josephineは

Rebeccaの非難を黙って聞くだけだ、った。自

分の監督官に言い返すことはフィリピンの文

化規範には反していたのだろうJ(159)と推

測している。試周期間中としづ立場から 「正

規雇用されないとし、う結果になるのではと恐

れていた。彼女は自分の価値観と仕事の板挟

みになり、自分の文化を尊重することで仕事

を失うのではと恐れてい たJ (159)。

Balmonte夫人に年長者として敬意を払うこ

とがBalmonte夫人の文化的自己観を傷つけ

ない方法であり、文化を超えるケアを行う場

合、通訳者以上の役割(権利擁護者としての

役割)が必要であることをRebeccaに説明す

るという、調整者の能力を発揮できていれば

両者の理解に貢献できたかもしれない。が、

上下関係の中で下位にあるJosephineが調整

者としての役割を一人で担うことは、上下関

係を絶対視する文化的 自己観を持つ

Josephineにとっては難しいことは当然考え

られる。この場合、上位者であり、アメリカ

の文化的価値観しか知らないRebeccaが、文

化を超えた状況で他者の権利を侵害しないよ

うに行動するための知識や認識が不足してい

たことがより大きな問題なのである。

看護師聞の上下関係と手助け

(事例3)英国系アメリカ人看護師Sylvia

がフィリピン人看護助手の Celinaの難しい

ケアの手伝いを申し出たが、「上下関係の文化

では、監督官が援助を申し出る場合は、仕事

がちゃんとできていない場合に限られたから」

(160)、自分を「のろのろしていて無能だと

思ったからだと考えjて、その申し出を拒否

し、 Sylviaの「これをひとりでするなんてク

レイジーだわ」という言葉を、文字通り精神

病と受け取り、精神病は 「フィリピン文化で

はきわめてスティグマ化されているj ので、

侮辱されたと感じ「自己評価が傷つけられたJ

と感じたというケースである。

この事態をうまく収めたのは、アサーティ

ブネスを発揮した英国系アメリカ人の

Sylviaである。SylviaはCelinaの気持ちを

別のフィリピン人看護助手から聞き、「多く の

アジア文化では第三者が間に入ることを知っ

た」ので、 「謝罪し、 Celinaがどう感じるか

を理解していなかったのだと言った」のであ

る。 Sylviaは、調整役である第三者から

Celinaの感情や文化的特性を知ることによ

って、何が障害になっているのかを理解した。

その結果両者は理解し合い、 Celinaは、 シフ

トで、終われなかった仕事に対してアメリ カ人

看護師なら 「忙しかったので、全部はで、きなか

った」と引継ぎで言うだろう場合でも、自分

は「失敗した」と感じるという気持ちを

Sylviaに打ち明けた。

Sylviaは Celinaが、 麻庫のある患者を 1

人で看護する荷重負担よ り、上位職者に手伝

わせるという感情の負担の方がはるかに重い

と考えていることを理解し、 Sylviaは、

Celinaが上位職者に対する敬意を損なわず

に自分の考えを言語化する環境を保障するた

めに、自ら接近して謝罪したのである。

職位の上下関係が埋め込まれたチームでの

行動においては、上位可能者は指示する権限を

行使する一方で、下位職者の感情の負担を軽

減し、面白が保てるよ うに行動することが、

望ましい結果を生むと考えられる と Galanti

は指摘している。上位職者が文化的差異につ

いて学ぶことが、管理する組織内の問題や誤

解を回避し、解決するのに有効であることを

示す事例であった。逆に言えば、 下位職者が

自ら権利をアサーティブに主張することを期

待するこ とは、下位職者の文化的自己観が相

互協調的なものであり、関係性と上下関係の

ヒエラ/レキーを重要視するものであれば、 そ

の文化的自己観に抵抗してアサーティプな行

動をとることを下位職者に期待するのは現実

的ではないということであろ う。 上位者が調

停者として機能する必要性がここでは明らか

に示されている。

看護師聞の上下関係と質問

(事例4)新人看護師 Hueはプリセプタ-

Terryと「アイ コンタク トをとることを避け、

質問も決してしなかった。 Hueは肯定するよ
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うにうなずくのだが、後で、わかっていなかっ

たことが明らかになることが多かったんHue

が自分に不満を持っているわけではないと第

三者から聞いたTerryは、問題は文化的な違

いによるものだと理解して別のアプローチを

取ることにした。 fHueに指示を復唱して実

際にやってみせてもらうことにし」、自分が感

じている不満について話した。 Hueがアイコ

ンタクトを避けるのは「敬意を示すためj で

あり、 「質問しなかったのも、プリセプターに

質問することは失礼なことだ、と思っていたか

らだ、ったJ(161) 0 f文化的な差異も重要だと

いうことを理解できたので、この学びは

Terryをよりよいプリセプターにするのに役

立ったと感じていたJ(161)。この場合も、上

位職者(多くの英国系アメリカ人)は、 受動

的な価値観を持つ下位職者(多く のアジア人)

に対して、下位職者の面白を保つような接近

を配慮することが非常に重要であり、受動的

な文化をもっ看護師が、アサーティブな行動

ができる環境を保証するという上位職者のア

サーティブネスが重要である。

質問を不適切と感じる関係志向的文化

日本人のアサーティブネスの比較研究によ

ると、アメリカ人と日本人学生は、アサーテ

ィブネスの重要性に対する認識はそれほど差

がないが、 アサーティプネスを実施するかと

いう点について大きく差があることが示唆さ

れた (Singhal1993)。アメリカ文化が「自己

とは相互に独立したもの」と捉え、それに対

して日本文化での自己は 「関係志向的、相互

協調的」である (北山 1995) という対比は、

質問をする、というアサーティブな行動に大

きく影響を及ぼしていると考えられる。

学生が教師に同意できない場合に 「質問を

する」という行為を日本人学生は「不適切J

と感じ、日本的なコミュニケーションではグ

ノレープρ内の調和が重視されるので、意見の相

違は、年長者や上位者の前では特に、公にす

べきことではないと捉えられていることも示

唆されている(Austin1975)。調和を乱さない

ことは、実際にアサーティブな行動をとるこ
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とで他人の顔をつぶす、ということをしない

ことを意味するわけである。こうした日本人

の抱えるアサーティプネスに対する問題は、

これまでにあげたアジア系看護師たちが抱え

ている問題と非常に共通している と言える。

アジア的道徳判断

「調和を乱さなしリ、「他人の顔をつぶさな

しリことが道徳判断に基づくということはし

ばしば忘れられているかも しれない。なぜな

ら、一般に道徳的判断とは相互に独立した個

人の権利を根底に据えた正義の理念に基づく

(Kohlberg 1971)と考えられているが、 それ

は西洋の男性に典型的な相互独立的自己観の

文化の道徳的判断で、あって、相互協調的自己

観を持つ東洋人の文化においては、ある行動

が道徳的に善いものかどうかは、他者との関

係性に大きく依存する (北山 1995)。例えば

インドでは、関係を持つ他者を手助けするこ

とが道徳的義務であるが、一方アメリカでは

基本的に個人の自由に任せる問題である

(M出er1994)。質問しない、説明しない、

上位者の指示には従う、ということが、 道徳

的義務となっている文化において、その文化

を内面化している人には、そうした道徳的義

務を無視することは期待すべきことではない。

したがって、アサーティブネスの問題は、 ま

さに文化的差異の問題に他ならないともいえ

る解決の難しい問題である。

その問題を解決するためには、アサーティ

ブな調停者が必要であるこ と、調停者は上位

者(例Rebecca，Sylvia， Terry)であるほうが

より問題は解決しやすいが、能力的には、ア

メリカ文化とアジアの文化の両方の文化的価

値観を知っている人(例Lily，Josephine)が

調停者として機能することが望ましいものの、

上位者でないことが問題なのであろう。つま

り、この問題の改善のためには、調停者能力

を持つものが上位者になることであると言え

るかもしれない。

アサーティブネスの異文化比較:アメリカ

と日本・アジアの文化的自己観

北山によれば、西洋、特に北米中流階級の
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文化では、自己を独立したものと捉えた 「相

互独立的自己観」は、 「その文化の様々な習慣

(e.g.個人の好みとそれに基づく選択の重

視)、風習 (e.g.自主性を重んじる子育て)、そ

して社会的システム (e.g.メリットベイ ーシ

ステム)等から派生する 「ライフータスク」

に反映されているJ(北山 1995)。そこで一人

前の 「人Jの必要条件は、 「自分自身の中に誇

るべき属性 (e.g.才能、性格、能力)を見いだ

し、それを外に表現し、 そうすることによっ

て、自己実現をはかり、それらの属性の存在

を自分自身で確証すること」 であり、「人間関

係は重要であるが、これは自己の独立が確立

されたうえで個人的に選択できるオプション

にすぎないJ(北山 1995，154)。一方、日本

を含む東洋の文化における、自己は他と「根

源的に結び付いているJという前提に立つ「相

互協調的自己観」は、他に気をつかい、「もて

なすj ことを重視する習慣、迷惑をかけない

ことを重んじる子育ての風習、年功序列制の

社会的システムに反映している。 この場合の

人としての必要条件は次のよ うなものになる。

意味ある社会的関係に所属し、そのなかで相

応の位置をしめ、他と相互依存的・協調的な

関係を持続することにより、自己の社会的存

在を確認し、 かくして自己実現をはかること

である。 個人の独立も重要であるが、他との

相互共存を満たしたう えで個人的に選択で

きるオフ。ションに過ぎない。 (北山 1995，154)

Kashim.aらによる、オース トラリア、アメ

リカ合衆国本士、ハワイ州、日本、韓国の心

理学専攻の学生を被験者としたアサーティブ

ネスの異文化比較研究において、アサーティ

ブネスの異文化聞には有意差が見られた。オ

ース トラリア、合衆国本土の学生は韓国、日

本の学生よ りも有意にアサーティプであった。

ノ¥ワイの学生はその中間で、あった。ハワイの

学生はオーストラリア、 合衆国本土の学生よ

りもアサーティブネスは有意に低かった。つ

まり 、ここでも北米を典型例とする西洋と、

アジアの聞には、よ り個人主義的な前者と、

より集団主義的な後者という特徴が明らかに

見られたのである。ハワイのように、西洋的

文化伝統のなかった場所がアメリ カ社会の一

部となるという歴史的経過を辿ると、西洋的

特徴とアジア的特徴を併せ持った文化が形成

されるということは、こう した文化的自己観

自体が固定的ではない、 変わりう るものだと

いうことを示している。

アジア文化聞にもそれぞれに違いがあるこ

ともKashimaらの研究が示唆している。例

えば韓国人学生は日本人学生よりも 「かかわ

り」を重要視し、「韓国人は本当の感情や気持

ちをお互いが分かりあっている ということを

重要視jしていた (Kashima1995，932)。ア

ジア文化にも共通した特徴があり ながらも、

個々の文化聞には差異が存在するので、文化

的差異への感受性は非常に重要であると言え

よう。

変化するアサ}ティプネス

「個々のアイデンティティは、文化的自己

観により構成された社会的現実を背景として

形成されるJ(北山 1995，155)のであるから、

社会的現実が変化すれば、 個々のアイデンテ

ィティも変化する。相互独立的自己観を基に

しているアサーティブネスも、アメ リカにお

いてさえ固定的ではなく 、ジェンダーや社会

変化による影響を受けることを、研究が示唆

している。 百九Tengeはアメリカの社会変化が

アメリカ女性のアサーティブネスの変化をも

たら したこ とを報告している。

アメ リカ女性の地位と役割に 1931年から

1993年の 60年間で大きな変化が起きており、

しかも、 いったん女性への社会的期待が高ま

った大恐慌から第二次世界大戦までの時期に

女性の社会参加が進み、戦後の 1950年代か

ら60年代前半においては、女性は専業主婦

として受動的に家庭にとどまることが期待さ

れ、 70年代以降は自由と平等が新たな女性の

生き方と して期待され、そう した社会的変化

が個人に内面化され、アサーティブネスも高

まった。具体的には、社会的地位を高める要

oo
 

n同
d



因として、教育レベル(大学、大学院)と職

業一管理職、専門職、および初婚年齢を調査

した 30年代から 93年までの記録から、アサ

ーティブネスの変化を調べたところ、教育レ

ベノレ、職業的地位とアサーティブネスとが正

の相関を示していた。

同時代の男性のデータにはそうした変化は

見られなかったことから、女性を取り巻く社

会的状況が女性のアサーティブネスを変化さ

せたとTwengeは結論づけている。90年代の

他のアサーティブでネス研究で性差がなかった

のは、女性の社会的地位の変化によって男女

差が小さくなったことが原因で、あったと考え

られる。男性のパーソナリティは 1950年以

降ほとんど変化していないが、女性は1950年

以降、伝統的には男性的なパーソナリティを

獲得しつつあると人々が感じている、という

研究結果もあり、女性がよ り伝統的でない役

割を引き受けていくにつれて、女性のパーソ

ナリティがより男性的にシフトしていると

Twengeは考察している。つまり、文化的自

己観もアサーティブネスも変化する可能性が

あるということである。

西洋の看護師はアサーティプなのか?

前述したような文化的自己観の違いにより、

西洋の看護師は日本の看護師よりもアサーテ

ィブであると仮定できるとしても、西洋の看

護師が社会の変化にともなってさらにアサー

ティブになっていると仮定できるか、という

問題になると、必ずしもそうとは言い切れな

い問題がある。

それは、看護師という職業がτwengeのい

う、「伝統的に男性的Jで 「管理職、 専門職」

として権威をふるう職業ではなく、伝統的に

女性的な職業の代表とされているからである。

実際英国、アイルランドなどの研究でも、看

護師が社会の中で占めている地位は暖昧

( ambiguous ) で不安定 (precarious)

(Castledine 1997)であり、看護は「抑圧さ

れた職業J(Farrell200 1)であるとしづ言及

がみられる。 恒皿mins(2005)は、アイルラ

ンドの看護師がアサーティブになりにく い要
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因は、従来考えられていた医師の支配、優位

で、はなかったと報告している。看護師はしば

しば発言の機会を他者に譲り、 自分のニーズ、

を表出する という最も基本的なアサーティプ

な行動をとっていなかった。意見を述べ、他

人の意見に異を唱え、建設的な批評を加え、

提案をする、といった行動は少なかった

(百mmins 66)。アサーティプな行動をと

るスキルはあるが、それは対人関係の影響を

受け、医師に対してはノーと言い、反論する

のに、看護師の同僚、および事務職に対して

は反言命せず、お世辞を言う傾向がみられたと

驚きをもって報告している。看護師の同僚か

ら孤立する、嫌われる、罰を受けるというこ

とがアサーティプな行動の障壁となるという

研究もある (Poroch1995)。

以上みてきたように、女性のアサーティブ

ネスが社会の変化によって影響を受け、専門

職化してし1く看護師がよ りアサーティブネス

を発揮していく方向性に向かっていると考え

ることもできる一方で、伝統的に女性的な職

業とされる看護師のアサーティブネスは、他

の男性的とされる職業に比べると、発揮しに

くい部分もあるとも考えられる。

現在の研究が示唆するところによれば、ア

サ}ティブネスの差異は、能力ではなく、文

化的差異であるということになろう。西洋的

自己観の特徴であるアサーティブネスが、ア

ジア人にとってなじみにくいのは、当然なの

である。西洋の男性に支配的な文化的自己観

が、アジアの女性看護師の文化的自己観とは

違っていても、驚くべきことではない。アサ

ーティブネスが個人の文化的自己観に深く根

差したものであることから、たやすく変化は

しないと同時に、 日Tengeの研究が示唆する

ように、社会の変化は確実に個人の文化的自

己観を変化させるものであることも明らかで

ある。 アサーティプネスは、個人のアイデン

ティティに深く根差した、だが固定的ではな

く変容し得る問題であることは疑いない。

日本の看護師においてアサーティブネスを

強化しよ うとするならば、留意すべき点は、
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日本のように相互協調的自己観が優勢な文化

では、上下関係が道徳的判断の根拠になり得

るがゆえに、非常に大きな影響力を持つこと

である。日本の看護職者の離職、パーンアウ

トの回避手段として、下位者のアサーティブ

ネスを求めるよりも、上位者が下位者のアサ

ーティブネスを保障することを求める方が現

実的であろう。
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